[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]


[image: image3.png]


人と人とのつながり
香川・木下　心葉
　令和になって、私は明るいニュースが増えればいいなと思っていました。でもテレビをつけると、悲しいニュースばかりが流れてきました。特に心に残っているのは、京都のアニメーション会社が放火され、多くの人が命を失ったニュースです。日本だけでなく世界中に夢や希望を届けていた人たちが、一しゅんにして命をうばわれてしまったのです。どれほど悔しかったことでしょう。そしてその家族の人たちの悲しみや苦しみはどれほど大きいことでしょう。私は犯罪を起こした人への怒りがこみ上げてきました。　
　同じ人間なのに、どうして人を傷つけてしまうのか考えてみました。今まで、私は犯罪や非行をする人は絶対的に悪いと思っていました。でも、悪いことをしてしまうのは、何かが、その人を少しずつ変えてしまったからではないかと思うのです。生まれつき悪い人はいません。親にかまってもらえず、誰かに注目されたくてしてしまう犯罪、人と人との小さなトラブルが原因でやってしまった犯罪等、さまざまな犯罪がありますが、それは育ってきた環境や家族との関係が大きくえいきょうしているということをよく聞きます。犯罪を犯してしまった人も苦しい経験をしてきたのかもしれません。
　では、どうすればその人たちが犯罪をしてしまう前にまちがいに気付けるのでしょうか。もし、家族が見守ってあげることができないのであれば、友達や近所の人が「だめだよ。」と注意をしたり、声をかけて気にかけたりしてあげることが必要だと思います。そこで、私は人と人とのつながりが犯罪や非行を減らす第一歩ではないかと考えました。
　人と人とのつながりは、まず「あいさつ」から始まります。「あいさつ」は自分の心を開くことで相手の心を開かせ、相手の心に近づいていくという意味があるそうです。私もあいさつには不思議な力があることを知っています。私は、父の仕事の都合で中国にいたことがありますが、五歳の私に母が最初に教えてくれたのは「你好」と「謝謝」の二つのあいさつの言葉でした。中国語は分からなくても、笑顔で「你好。」とあいさつをすると、とてもやさしい笑顔で「你好。」と返してくれるのです。私はそれがうれしかったのを覚えています。家に故障があると、修理のおじさんが来てくれます。母は、そのたびに、片言の中国語とジェスチャーを使って伝えていました。最後に「謝謝。」と心をこめて言うと、おじさんはいつも笑顔で帰っていきました。たとえ言葉が通じなくても、あいさつで心が通じるのです。
　私は今、生活委員として、あいさつ運動をしています。朝、児童玄関に立って「おはようございます。」と言うと、はずかしがっている人もいれば学校中にひびく大きな声の人等様々です。お互いに目を合わせてあいさつができた時は気持ちがよくて、今日も一日頑張ろうと思います。特に違う学年の人とあいさつができるとうれしいです。もし、あいさつの輪が学校の外にも広がっていけば、悩みのある人も、心を閉ざしている人も、前向きな気持ちになれるかもしれません。
　次に、地域の人とふれあってつながりをもつことも大切です。私の住む一ノ谷地区では、地域の方が登下校の時間に見守りに立ってくださったり、青色パトカーで見回りをしてくださったりしています。「おはよう。」「頑張ってね。」の一言で心が温かくなります。運動会や文化祭も地域の方々がたくさん参加して盛り上げてくださいます。私の父は昨年からＰＴＡの仕事をしているのですが、最近は地域とのつながりについてよく考えるそうです。
「地域の事をよく知れるし、たくさんの出会いがあるから楽しいよ。」
と、父は言います。私の家は四国に親せきがいないので、災害や何か危険なことがあった時に助け合えるのは地域の方々だけです。父のように、地域とのつながりを深めようとする人が増えれば、地域全体で犯罪を起こさせない、みんなで見守っていこうという意識が高まるのではないかと思います。それも犯罪を防ぐきっかけになります。私も防災体験や里山歩き、募金活動、交流うどん作りなど、父と一緒に参加しましたが、地域の方々とお話するのはとても楽しかったです。これからもいろいろな地域の活動に参加して地域とのつながりを深めていきたいです。
　今の私が社会を明るくするために出来ることは少しだけです。けれども、みんながその少しを積み重ねていけば、未来は明るくなると思います。世の中から犯罪が減り、悲しい思いをする人が少なくなってほしいです。そのために、私は、生活委員としてあいさつを学校に広め、いつも校長先生が私たちにおっしゃる「ありがとう」の気持ちを忘れずに、人と人とのつながりを深めていきたいです。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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